
東
北
大
学
、
宮
城
大
学
が

民
間
企
業
約
８０
社
と
と
も
に

震
災
が
れ
き
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
調
査
研
究
す
る
「
震

災
が
れ
き
と
産
業
副
産
物
の

ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
最
適
化
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」（
略
称
・

が
れ
き
処
理
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
）
の
第
３
回
全
体
会
議
と

技
術
講
習
会
が
先
月
２７
日
、

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館
で

開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
各
部

会
か
ら
の
活
動
報
告
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
国
、
自
治
体
と

の
意
見
交
換
の
中
で
、「
公

共
工
事
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク

ル
材
利
活
用
推
進
検
討
会

議
」（
仮
称
）
の
設
置
な
ど

も
提
案
さ
れ
た
。

開
催
に
当
た
り
久
田
真
代

表
（
東
北
大
学
教
授
）
は
、

「
来
年
３
月
ま
で
が
が
れ
き

の
処
理
期
限
と
い
う
こ
と

で
、
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
中
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
一
方
で
復
興
工
事

が
徐
々
に
本
格
化
し
て
き
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下

で
、
が
れ
き
を
資
材
化
し
て

有
効
活
用
に
つ
な
げ
て
い
く

道
筋
を
付
け
て
い
く
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
だ
」
な
ど
と
語

っ
た
。

会
議
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
れ
き
有
効
利
用
検
討
部
会

（
幹
事
・
大
林
組
）、
が
れ

き
焼
却
残
渣
利
用
検
討
部
会

（
鹿
島
建
設
）、
津
波
堆
積

土
砂
有
効
利
用
検
討
部
会

（
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
）、

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
検
討
部
会
（
昭
和
コ

ン
ク
リ
ー
ト
）、
長
期
安
定

性
評
価
検
討
部
会
（
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ス
チ
ー
ル
）
の
５
つ
の
部
会

が
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ま
で
の
活

動
成
果
に
つ
い
て
報
告
し

た
。続

い
て
行
わ
れ
た
国
、
自

治
体
関
係
の
出
席
者
と
の
意

見
交
換
の
場
で
久
田
代
表

は
、「
建
設
資
材
の
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
中
、
震
災

廃
棄
物
由
来
の
資
材
や
未
利

用
資
源
を
有
効
に
利
活
用
す

る
た
め
に
は
、
国
、
県
お
よ

び
市
町
村
を
含
め
た
リ
サ
イ

ク
ル
材
利
活
用
推
進
検
討
会

議
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
提
案
。
環
境
安
全
性

や
建
設
資
材
と
し
て
の
評

価
、
利
用
方
法
な
ど
の
検
討

に
際
し
て
は
、
同
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
も
積
極
的
に
協
力
し

て
い
く
意
向
を
示
し
た
。

平成２５年（２０１３年）３月６日（水曜日） （４）

がれき処理
コンソ全体会

再
生
材
活
用
へ
検
討
会
設
置
提
案

国、自治体関係者との意見交換も行われた

国

や

自
治
体
へ

利
用
の
促
進
求
め
る


